
JP 5087771 B2 2012.12.5

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オブジェクトに照射するコヒーレントな光を発光する発光部と、
　前記発光部からの光によって生じる前記オブジェクトからの光により、前記オブジェク
トを連続的に撮像する撮像部と、
　第１のタイミングにおいて、前発光部からの光による前記オブジェクトのスペックル画
像を前記撮像部に撮像させ、第２のタイミングにおいて、前記発光部からの光による前記
オブジェクトが含む血液からの光により発光画像を前記撮像部に撮像させる制御部と、
　前記撮像部が撮像した複数の前記スペックル画像の画像内容に基づいて、前記スペック
ル画像における流れを有する領域を特定する領域特定部と、
　前記発光画像から前記血液が存在する領域を特定して、前記血液が存在しかつ前記流れ
を有する領域を、血管領域として特定する手段と
を備える撮像システム。
【請求項２】
　前記発光部は、前記オブジェクトの内部のルミネッセンス物質を励起する波長領域のコ
ヒーレントな光を発光し、
　前記撮像部は、前記第２のタイミングにおいて、前記発光部からの光によって励起され
て前記ルミネッセンス物質が発した光により、前記発光画像を撮像する
請求項１に記載の撮像システム。
【請求項３】
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　前記制御部は、
　前記第１のタイミングにおいて、前記発光部が発光する光を前記オブジェクトに照射さ
せ、前記第２のタイミングにおいて、前記第１のタイミングにおいて前記オブジェクトに
照射する光よりコヒーレンス度を低下させた光を前記オブジェクトに照射させる発光制御
部
を有する請求項２に記載の撮像システム。
【請求項４】
　前記発光制御部は、前記第１のタイミングにおいて前記オブジェクトに照射される光の
強度より高い強度の光を、前記第２のタイミングにおいて前記オブジェクトに照射させる
請求項３に記載の撮像システム。
【請求項５】
　前記発光制御部は、前記第１のタイミングにおいて、前記発光部が発光した光を減光フ
ィルタ部を通過させて照射させ、前記第２のタイミングにおいて、前記発光部が発光した
光を前記減光フィルタ部を通過させずに前記オブジェクトに照射させる
請求項４に記載の撮像システム。
【請求項６】
　前記発光制御部は、前記第１のタイミングにおいて、前記発光部が発光した光を第１減
光フィルタ部を通じて前記オブジェクトに照射させ、前記第２のタイミングにおいて、前
記発光部が発光した光を、前記第１減光フィルタ部より高い透過率を有する第２減光フィ
ルタ部を通じて前記オブジェクトに照射させる
請求項４に記載の撮像システム。
【請求項７】
　前記発光制御部は、前記第１のタイミングにおいて前記発光部が発する光の強度より高
い強度の光を、前記第２のタイミングにおいて前記発光部に発光させる
請求項４に記載の撮像システム。
【請求項８】
　前記ルミネッセンス物質が発する光の波長領域における光の透過率が、前記発光部が発
光した光の波長領域における光の透過率より高い光フィルタ部
　をさらに備え、
　前記撮像部は、前記オブジェクトからの光を前記光フィルタ部を通過させて受光するこ
とにより、前記スペックル画像および前記発光画像を撮像する
請求項３から７のいずれか一項に記載の撮像システム。
【請求項９】
　前記発光制御部は、前記第２のタイミングにおいて、前記発光部の位置を振動させるこ
とによって、前記コヒーレンス度を低下させた光を前記オブジェクトに照射させる
請求項４に記載の撮像システム。
【請求項１０】
　前記発光制御部は、前記第２のタイミングにおいて、前記発光部が発光した光を異なる
複数の光路を通じて前記オブジェクトに照射することによって、前記コヒーレンス度を低
下させた光を前記オブジェクトに照射させる
請求項４に記載の撮像システム。
【請求項１１】
　前記制御部は、第３のタイミングにおいて、前記ルミネッセンス物質が発する光の波長
領域および前記コヒーレントな光の波長領域のいずれとも異なる波長領域の光を前記オブ
ジェクトに照射することによる前記オブジェクトからの光により、光画像を前記撮像部に
撮像させる
請求項２から１０のいずれか一項に記載の撮像システム。
【請求項１２】
　前記ルミネッセンス物質が発する光の波長領域および前記コヒーレントな光の波長領域
は特定波長領域に属し、
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　前記撮像部は、前記特定波長領域の光および前記特定波長領域とは異なる第１波長領域
の光を受光する複数の第１受光素子、第２波長領域の光を受光する複数の第２受光素子、
および第３波長領域の光を受光する複数の第３受光素子を有し、
　前記発光部は、前記コヒーレントな光、前記第１波長領域の光、前記第２波長領域の光
、および、前記第３波長領域の光を発光し、
　前記発光制御部は、
　前記第１のタイミングで、前記コヒーレントな光、前記第２波長領域の光および前記第
３波長領域の光を前記オブジェクトに照射させ、前記第２のタイミングで、前記コヒーレ
ンス度を低下させた光、前記第２波長領域の光および前記第３波長領域の光をオブジェク
トに照射させ、第３のタイミングで、前記第１波長領域の光、前記第２波長領域の光およ
び前記第３波長領域の光をオブジェクトに照射させ、
　前記撮像部は、第３のタイミングにおいて、前記第１波長領域の光、前記第２波長領域
の光および前記第３波長領域の光が前記オブジェクトに照射されることによる前記オブジ
ェクトからの光により、光画像を撮像し、
　前記撮像システムは、
　前記第１のタイミングにおいて前記複数の第２受光素子および前記複数の第３受光素子
が受光した受光量、および、前記第３のタイミングにおいて前記複数の第１受光素子が受
光した受光量に基づいて、前記第１のタイミングにおける光画像を生成し、前記第２のタ
イミングにおいて前記複数の第２受光素子および前記複数の第３受光素子が受光した受光
量、および、前記第３のタイミングにおいて前記複数の第１受光素子が受光した受光量に
基づいて、前記第２のタイミングにおける光画像を生成する画像生成部
をさらに備える請求項３から１０のいずれか一項に記載の撮像システム。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか一項に記載の撮像システムを備える内視鏡システム。
【請求項１４】
　コンピュータを、請求項１から１２のいずれか一項に記載の撮像システムとして機能さ
せるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像システム、撮像方法、およびプログラムに関する。本発明は、特に、画
像を撮像する撮像システムおよび撮像方法、ならびに当該撮像システム用のプログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　光源からの赤色光束の眼底での反射光をハーフミラーにより瞳孔の異なる位置から取り
出して、これらの光束を干渉させることによって得られたビート信号を周波数分析して、
血流速度を算出する検眼装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。この検眼装
置では、光源の発光量と光電センサの受光量から緑色光束の反射率を求め、光源の発光量
と光電センサの受光量から赤色光束に対する反射率を求め、双方の反射率の比から血中酸
素を算出する。また、緑色のトラッキング光により血管径を算出する眼科診断装置が知ら
れている（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開２００２―２３８８５０号公報
【特許文献２】特開平１０―２０１７１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　特許文献１および特許文献２の技術では、緑色のトラッキング光を使用するので、表層
から深部に存在する血管の位置の特定精度は、より長い波長領域の光を利用する場合に比
べて低い。また、特許文献１の技術では、緑色のトラッキング光およびトラッキング光と
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は異なる波長のレーザ光を利用するので、光学系が複雑になってしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、本発明の第１の形態によると、撮像システムであって、オ
ブジェクトに照射する光を発光する発光部と、発光部からの光によって生じるオブジェク
トからの光により、オブジェクトを連続的に撮像する撮像部と、第１のタイミングにおい
て、前発光部からの光がオブジェクトに反射して干渉した光により干渉光画像を撮像部に
撮像させ、第２のタイミングにおいて、発光部からの光によるオブジェクトからの光によ
り発光画像を撮像部に撮像させる制御部とを備える。
【０００５】
　発光部は、オブジェクトの内部のルミネッセンス物質を励起する光を発光し、撮像部は
、第２のタイミングにおいて、発光部からの光によって励起されてルミネッセンス物質が
発した光により、発光画像を撮像してよい。発光部は、コヒーレントな光を発光し、制御
部は、第１のタイミングにおいて、発光部が発光する光をオブジェクトに照射させ、第２
のタイミングにおいて、第１のタイミングにおいてオブジェクトに照射する光よりコヒー
レンス度を低下させた光をオブジェクトに照射させる発光制御部を有してよい。
【０００６】
　発光制御部は、第１のタイミングにおいてオブジェクトに照射される光の強度より高い
強度の光を、第２のタイミングにおいてオブジェクトに照射させてよい。発光制御部は、
第１のタイミングにおいて、発光部が発光した光を減光フィルタ部を通過させて照射させ
、第２のタイミングにおいて、発光部が発光した光を減光フィルタ部を通過させずにオブ
ジェクトに照射させてよい。
【０００７】
　発光制御部は、第１のタイミングにおいて、発光部が発光した光を第１減光フィルタ部
を通じてオブジェクトに照射させ、第２のタイミングにおいて、発光部が発光した光を、
第１減光フィルタ部より高い透過率を有する第２減光フィルタ部を通じてオブジェクトに
照射させてよい。発光制御部は、第１のタイミングにおいて発光部が発する光の強度より
高い強度の光を、第２のタイミングにおいて発光部に発光させてよい。
【０００８】
　ルミネッセンス物質が発する光の波長領域における光の透過率が、発光部が発光した光
の波長領域における光の透過率より高い光フィルタ部をさらに備え、撮像部は、オブジェ
クトからの光を光フィルタ部を通過させて受光することにより、干渉光画像および発光画
像を撮像してよい。発光制御部は、第２のタイミングにおいて、発光部の位置を振動させ
ることによって、コヒーレンス度を低下させた光をオブジェクトに照射させてよい。発光
制御部は、第２のタイミングにおいて、発光部が発光した光を異なる複数の光路を通じて
オブジェクトに照射することによって、コヒーレンス度を低下させた光をオブジェクトに
照射させてよい。
【０００９】
　制御部は、第３のタイミングにおいて、ルミネッセンス物質が発する光の波長領域およ
び発光部が発光する光の波長領域のいずれとも異なる波長領域の光をオブジェクトに照射
することによるオブジェクトからの光により、光画像を撮像部に撮像させてよい。撮像部
が撮像した複数の干渉光画像の画像内容に基づいて、干渉光画像における流れを有する領
域である流れ領域を特定する領域特定部と、発光画像における流れ領域を他の領域より強
調した画像を生成する画像生成部とをさらに備えてよい。
【００１０】
　本発明の第２の形態によると、撮像方法であって、オブジェクトに照射する光を発光す
る発光段階と、発光段階において発光された光によって生じるオブジェクトからの光によ
り、オブジェクトを撮像部が連続的に撮像する撮像段階と、第１のタイミングにおいて、
前発光段階において発光された光がオブジェクトに反射して干渉した光により干渉光画像
を撮像部に撮像させ、第２のタイミングにおいて、発光段階において発光された光による
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オブジェクトからの光により発光画像を撮像部に撮像させる制御段階とを備える。
【００１１】
　本発明の第３の形態によると、撮像システム用のプログラムであって、撮像装置を、オ
ブジェクトに照射する光を発光する発光部、発光部からの光によって生じるオブジェクト
からの光により、オブジェクトを連続的に撮像する撮像部、第１のタイミングにおいて、
前発光部からの光がオブジェクトに反射して干渉した光により干渉光画像を撮像部に撮像
させ、第２のタイミングにおいて、発光部からの光によるオブジェクトからの光により発
光画像を撮像部に撮像させる制御部として機能させる。
【００１２】
　なお、上記の発明の概要は、本発明の必要な特徴の全てを列挙したものではない。また
、これらの特徴群のサブコンビネーションもまた、発明となりうる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、発明の実施の形態を通じて本発明を説明するが、以下の実施形態は特許請求の範
囲にかかる発明を限定するものではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組
み合わせの全てが発明の解決手段に必須であるとは限らない。
【００１４】
　図１は、本実施形態の撮像システム１０の構成の一例を検体２０とともに示す。撮像シ
ステム１０は、内視鏡１００、画像生成部１４０、出力部１８０、制御部１０５、光照射
部１５０、およびＩＣＧ注入部１９０を備える。なお、図１において、Ａ部は、内視鏡１
００の先端部１０２を拡大して示す。
【００１５】
　ＩＣＧ注入部１９０は、ルミネッセンス物質であるインドシアニングリーン（ＩＣＧ）
を、オブジェクトの一例である検体２０に注入する。なお、本実施形態においてルミネッ
センス物質としてＩＣＧを例示するが、ルミネッセンス物質として、ＩＣＧ以外の蛍光物
質を用いてもよい。
【００１６】
　ＩＣＧは、たとえば波長７５０ｎｍの赤外線に励起されて、８１０ｎｍを中心とするブ
ロードなスペクトルの蛍光を発する。検体２０が生体である場合、ＩＣＧ注入部１９０は
、静脈注射によってＩＣＧを生体の血管内に注入する。撮像システム１０は、ＩＣＧから
のルミネッセンス光により、生体内の血管を撮像する。なお、オブジェクトからの光の一
例であるルミネッセンス光は、特定波長領域を有しており、蛍光および燐光を含む。また
、ルミネッセンス光は、励起光等の光による光ルミネッセンスの他に、化学ルミネッセン
ス、摩擦ルミネッセンス、熱ルミネッセンスによるルミネッセンス光を含む。なお、この
発明におけるオブジェクトとは、血管、胃、腸等の臓器等の生体の他にも、遺構等の自然
物、工業製品等のような生体以外の物を含む概念であってよい。
【００１７】
　なお、ＩＣＧ注入部１９０は、例えば制御部１０５による制御によって、生体内のＩＣ
Ｇ濃度が略一定に維持されるよう、ＩＣＧを検体２０に注入する。なお、検体２０は、た
とえば人体等の生体であってよく、撮像システム１０が処理する画像の撮像対象となる。
なお、検体２０の内部には血管等のオブジェクトが存在する。
【００１８】
　内視鏡１００は、撮像部１１０、ライトガイド１２０、および鉗子口１３０を有する。
内視鏡１００の先端部１０２には、撮像部１１０の一部としてのレンズ１１２を有する。
また先端部１０２には、ライトガイド１２０の一部としての出射口１２４を有する。また
、内視鏡１００の先端部１０２は、ノズル１３８を有する。
【００１９】
　鉗子口１３０には鉗子１３５が挿入され、鉗子口１３０は鉗子１３５を先端部１０２に
ガイドする。なお、鉗子１３５は、各種の先端形状を備えてよい。なお、鉗子口１３０に
は、鉗子の他に、生体を処置する種々の処置具が挿入されてよい。ノズル１３８は、水あ
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るいは空気を送出する。
【００２０】
　光照射部１５０は、内視鏡１００の先端部１０２から照射される光を発生する。光照射
部１５０で発生する光は、検体２０の内部に含むルミネッセンス物質を励起してルミネッ
センス光を発光させる励起光の一例としての赤外線、および検体２０に照射する照射光を
含む。照射光には、たとえばＲ成分、Ｇ成分、およびＢ成分の成分光を含む。
【００２１】
　ライトガイド１２０は、例えば光ファイバで形成される。ライトガイド１２０は、光照
射部１５０で発生した光を内視鏡１００の先端部１０２にガイドする。ライトガイド１２
０は、先端部１０２に設けられた出射口１２４を含むことができる。光照射部１５０で発
生した光は、出射口１２４から検体２０に照射される。
【００２２】
　撮像部１１０は、ルミネッセンス物質が発する光および照射光がオブジェクトで反射す
る反射光の少なくとも一方を受光する。画像生成部１４０は、撮像部１１０から取得した
受光データを処理することによって画像を生成する。出力部１８０は、画像生成部１４０
が生成した画像を出力する。
【００２３】
　制御部１０５は、撮像制御部１６０および発光制御部１７０を有する。撮像制御部１６
０は、撮像部１１０による撮像を制御する。また、発光制御部１７０は、撮像制御部１６
０からの制御を受けて、光照射部１５０を制御する。たとえば撮像部１１０が、赤外線と
、Ｒ成分、Ｇ成分、およびＢ成分の光を含む照射光とを用いて時分割で撮像する場合に、
発光制御部１７０は、各成分光の照射のタイミングと撮像のタイミングとを同期させるよ
う、光照射部１５０から検体２０に照射される光を制御する。
【００２４】
　なお、撮像部１１０は、例えばルミネッセンス光による撮像に代えて、所定の間隔で検
体２０からの反射散乱光が干渉した干渉光による干渉光画像を撮像する。そして、領域特
定部１４５は、干渉光画像の画像内容に基づいて、画像上における流れのある領域を特定
する。そして、画像生成部１４０は、ルミネッセンス光によって撮像された画像および照
射光によって撮像された画像における、領域特定部１４５が特定した領域を強調して、出
力部１８０に供給する。
【００２５】
　図２は、撮像部１１０の構成の一例を示す。撮像部１１０は、レンズ１１２、撮像デバ
イス２１０、分光フィルタ部２２０、および光フィルタ部２３０を有する。撮像デバイス
２１０は、第１受光素子２５１ａを含む複数の第１受光素子２５１、第２受光素子２５２
ａおよび第２受光素子２５２ｂを含む複数の第２受光素子２５２、および第３受光素子２
５３ａを含む複数の第３受光素子２５３を含む。
【００２６】
　以下に、撮像部１１０が有する構成要素の機能および動作を説明する。以下の説明にお
いては、説明が複雑になることを防ぐべく、複数の第１受光素子２５１を総称して第１受
光素子２５１と呼び、複数の第２受光素子２５２を総称して第２受光素子２５２と呼び、
複数の第３受光素子２５３を総称して第３受光素子２５３と呼ぶ場合がある。また、複数
の第１受光素子２５１、複数の第２受光素子２５２、複数の第３受光素子２５３を総称し
て、単に受光素子と呼ぶ場合がある。
【００２７】
　第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３は、レンズ１１
２を通じて供給されたオブジェクトからの光を受光する。具体的には、第１受光素子２５
１は、特定波長領域の光および特定波長領域と異なる第１波長領域の光を受光する。また
、第２受光素子２５２は、特定波長領域と異なる第２波長領域の光を受光する。また、第
３受光素子２５３は、特定波長領域、第１波長領域、および第２波長領域と異なる第３波
長領域の光を受光する。
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【００２８】
　なお、第１波長領域、第２波長領域、および第３波長領域は互いに異なる波長領域であ
って、他の波長領域が含まない波長領域を含む。また、第１受光素子２５１、第２受光素
子２５２、および第３受光素子２５３は、所定のパターンで２次元的に配列されている。
【００２９】
　分光フィルタ部２２０は、第１波長領域の光、第２波長領域の光、および第３波長領域
の光のいずれかの光を通過する複数のフィルタ要素を含む。各フィルタ要素は、第１受光
素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３のそれぞれの受光素子に応
じて２次元的に配列されている。個々の受光素子は、個々のフィルタ要素が通過した光を
受光する。このように、第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、第３受光素子２５３
は、互いに異なる波長領域の光を受光する。
【００３０】
　光フィルタ部２３０は、オブジェクトと第２受光素子２５２および第３受光素子２５３
の間に少なくとも設けられ、励起光の波長領域の光をカットする。そして、第２受光素子
２５２および第３受光素子２５３は、オブジェクトからの反射光を光フィルタ部２３０を
通じて受光する。このため、第２受光素子２５２および第３受光素子２５３は、励起光が
オブジェクトから反射した反射光を実質的に受光することがない。
【００３１】
　なお、光フィルタ部２３０は、励起光の波長領域の光および特定波長領域の光をカット
してもよい。この場合、第２受光素子２５２および第３受光素子２５３は、一例としてオ
ブジェクトからのルミネッセンス光を実質的に受光することがない。
【００３２】
　なお、光フィルタ部２３０は、分光フィルタ部２２０と同様に、第１受光素子２５１、
第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３のそれぞれの受光素子に応じて２次元的
に配列されたフィルタ要素を含んでよい。そして、第１受光素子２５１に光を供給するフ
ィルタ要素は、第１波長領域および特定波長領域の光、ならびに励起光を少なくとも通過
させる。一方、第２受光素子２５２に光を供給するフィルタ要素は、励起光の波長領域の
光および特定波長領域の光をカットして、第２波長領域の光を少なくとも通過させる。ま
た、第３受光素子２５３に光を供給するフィルタ要素は、励起光の波長領域の光および特
定波長領域の光をカットして、第３波長領域の光を少なくとも通過させる。
【００３３】
　画像生成部１４０は、第１受光素子２５１ａ、第２受光素子２５２ａ、第２受光素子２
５２ｂ、および第３受光素子２５３ａが受光した受光量に少なくとも基づいて、１画素の
画素値を決定する。すなわち、第１受光素子２５１ａ、第２受光素子２５２ａ、第２受光
素子２５２ｂ、および第３受光素子２５３ａの２次元配列構造により一の画素素子が形成
され、当該画素素子配列が２次元的に配列されることによって複数の画素素子が形成され
る。なお、受光素子は、本図に示した配列構造に限られず、多様な配列構造で配列されて
よい。
【００３４】
　図３は、第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３の分光
感度特性の一例を示す。線３３０、線３１０、および線３２０は、それぞれ第１受光素子
２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３の分光感度分布を示す。例えば
、第１受光素子２５１は、他の受光素子が実質的に感度を有しない６５０ｎｍ近傍の波長
の光に感度を有する。また、第２受光素子２５２は、他の受光素子が実質的に感度を有し
ない４５０ｎｍ近傍の波長の光に感度を有する。また、第３受光素子２５３は、他の受光
素子が実質的に感度を有しない５５０ｎｍ近傍の波長の光に感度を有する。
【００３５】
　このように、第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３は
、それぞれＲ成分の光、Ｂ成分の光、およびＧ成分の光を受光する。また、第１受光素子
２５１は、特定波長領域の一例である赤外領域の光（例えば、７５０ｎｍの励起光）およ
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び検体２０に照射する赤外領域の光も受光することができる。なお、第１受光素子２５１
、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３は、一例としてＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の
撮像素子であってよい。そして、光フィルタ部２３０の分光透過率、分光フィルタ部２２
０が含むフィルタ要素の分光透過率、および撮像素子自体の分光感度の組合せによって、
第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３は、それぞれ線３
３０、線３１０、および線３２０で示す分光感度特性を持つ。
【００３６】
　図４は、光照射部１５０の構成の一例を示す。光照射部１５０は、発光部４１０、減光
フィルタ部４３０、および光源側フィルタ部４２０を有する。発光部４１０は、励起光の
波長領域、第１波長領域、第２波長領域、および第３波長領域を含む波長領域の光を発光
する。
【００３７】
　なお、発光部４１０は、コヒーレンスな光を発光するレーザ光源を含んでよい。一例と
して、発光部４１０は、第１波長領域、第２波長領域、および第３波長領域の光を発光す
る可視光光源と、特定波長領域の光を発光するレーザ光源とを含んでよい。なお、減光フ
ィルタ部４３０は、励起光の波長領域の光を減光させるが、減光フィルタ部４３０の使用
方法については後に説明する。
【００３８】
　図５は、光源側フィルタ部４２０の構成の一例を示す。図５は、発光部４１０から光源
側フィルタ部４２０に光が導かれる方向に見た場合の構造を示す。光源側フィルタ部４２
０は、照射光カットフィルタ部５２０および励起光カットフィルタ部５１０を含む。なお
、発光制御部１７０は、光源側フィルタ部４２０の中心軸を中心として、発光部４１０が
発光した光が進む方向に略垂直な面内で、光源側フィルタ部４２０を回転させる。
【００３９】
　励起光カットフィルタ部５１０は、第１波長領域の光、第２波長領域の光、および第３
波長領域の光を通過して、励起光の波長領域の光をカットする。また、照射光カットフィ
ルタ部５２０は、励起光の波長領域の光、第２波長領域の光、および第３波長領域の光を
通過する。なお、照射光カットフィルタ部５２０は、第１波長領域の光もカットすること
が望ましい。なお、発光部４１０からの光は、光源側フィルタ部４２０の中心軸からずれ
た位置に導かれる。
【００４０】
　したがって、発光部４１０からの光が励起光カットフィルタ部５１０に導かれているタ
イミングでは、発光部４１０からの光のうち、励起光の波長領域の光は励起光カットフィ
ルタ部５１０によりカットされ、第１波長領域の光、第２波長領域の光、および第３波長
領域の光は励起光カットフィルタ部５１０を通過する。したがって、このタイミングでは
、第１波長領域の光、第２波長領域の光、および第３波長領域の光がオブジェクトに照射
されることになる。
【００４１】
　一方、発光部４１０からの光が照射光カットフィルタ部５２０に導かれているタイミン
グでは、発光部４１０からの光のうち、励起光の波長領域の光、第２波長領域の光、およ
び第３波長領域の光が照射光カットフィルタ部５２０を通過する。したがって、このタイ
ミングでは、励起光、第２波長領域の光、および第３波長領域の光がオブジェクトに照射
されることになる。このようにして、光照射部１５０は、オブジェクトに照射する光を発
光する。
【００４２】
　以下に、光照射部１５０から照射された光によって撮像部１１０が撮像する撮像動作に
ついて説明する。撮像部１１０は、発光部４１０からの光によって生じるオブジェクトか
らの光により、オブジェクトを連続的に撮像する。具体的には、撮像部１１０は、撮像制
御部１６０の制御により、可視光である第１波長領域の光、第２波長領域の光、および第
３波長領域の光が照射されているタイミングで、照射された光を検体２０が反射した反射
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光を受光する。そして、画像生成部１４０は、撮像部１１０が受光した光の受光量に基づ
いて可視光画像を生成する。
【００４３】
　また、撮像部１１０は、撮像制御部１６０の制御により、励起光、第２波長領域の光、
および第３波長領域の光が照射されているタイミングで、オブジェクトの内部のＩＣＧが
発したルミネッセンス光と、検体２０による第２波長領域の光および第３波長領域の光の
反射光とを受光する。そして、画像生成部１４０は、撮像部１１０が受光したルミネッセ
ンス光の受光量に基づいてルミネッセンス光画像を生成するとともに、第２波長領域の光
および第３波長領域の光の受光量と、他のタイミングにおいて撮像部１１０が受光した第
１波長領域の光の受光量とに基づいて可視光画像を生成する。
【００４４】
　また、撮像部１１０は、撮像制御部１６０の制御により、所定のタイミングにおいて、
ルミネッセンス光による撮像に代えて、干渉光により撮像する。具体的には、所定のタイ
ミングにおいて、撮像部１１０は、撮像部１１０は、励起光がオブジェクトによって散乱
された散乱光を受光する。そして、画像生成部１４０は、散乱光の受光量に基づいて、散
乱光が干渉した干渉光による干渉光画像を生成する。
【００４５】
　なお、発光部４１０は、コヒーレントな光を発光する。これにより、撮像部１１０は、
所定のタイミングにおいて、干渉光による干渉光画像を撮像することができる。一方、撮
像部１１０がルミネッセンス光画像を撮像する場合には、コヒーレンスがより低い光をオ
ブジェクトに照射することが望ましい。この場合、発光制御部１７０は、励起光を照射す
る期間にわたって発光部４１０を振動させることによって、コヒーレンスを低下させる。
【００４６】
　また、発光制御部１７０は、干渉光画像を撮像する所定のタイミングにおいては、発光
部４１０と光源側フィルタ部４２０との間（具体的には、所定のタイミングにおける発光
部４１０と照射光カットフィルタ部５２０との間の光路間）に、減光フィルタ部４３０を
挿入する。これにより、干渉光画像を撮像する所定のタイミングにおいては、ルミネッセ
ンス光画像を撮像するタイミングにおける励起光の強度に比べて減光される。
【００４７】
　ルミネッセンス光の強度は、励起光の反射散乱光より強い場合が多い。このため、ルミ
ネッセンス光の受光感度を所定値以上にすることができる受光時間だけ反射散乱光を第１
受光素子２５１に受光させると、第１受光素子２５１の受光量が最大受光量に達してしま
う場合がある。しかしながら、本実施形態によると、干渉光画像を撮像するタイミングで
は減光フィルタ部４３０を光路間に挿入するので、第１受光素子２５１の受光量が最大受
光量に達することを未然に防ぐことができる。
【００４８】
　図６は、撮像部１１０による撮像タイミングおよび画像生成部１４０が生成した画像の
一例を示す。撮像制御部１６０は、時刻ｔ６００、ｔ６０１、ｔ６０２、ｔ６０３、ｔ６
０４、ｔ６０５・・・において、オブジェクトからの光により撮像部１１０に撮像させる
。
【００４９】
　発光制御部１７０は、撮像制御部１６０によるタイミング制御により、時刻ｔ６００、
ｔ６０１、ｔ６０３、およびｔ６０４を含む第１のタイミングにおいて、発光部４１０が
発光した光を励起光カットフィルタ部５１０を通じてオブジェクトに照射させる。すなわ
ち、発光制御部１７０は、第１のタイミングにおいて、第１波長領域、第２波長領域、お
よび第３波長領域を含む波長領域の光をオブジェクトに照射する。このように、発光制御
部１７０は、第１のタイミングにおいて、ルミネッセンス物質が発する光の波長領域およ
び発光部４１０が発光する光の波長領域のいずれとも異なる波長領域の光をオブジェクト
に照射させる。
【００５０】
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　そして、撮像制御部１６０は、第１のタイミングにおいて、第１波長領域、第２波長領
域、および第３波長領域を含む波長領域の光をオブジェクトに照射してオブジェクトから
反射した反射光のうち、第１波長領域の光を第１受光素子２５１に受光させ、反射光のう
ち第２波長領域の光を第２受光素子２５２に受光させ、反射光のうち第３波長領域の光を
第３受光素子２５３に受光させる。このように、撮像制御部１６０は、第１のタイミング
において、オブジェクトからの第１波長領域の光を第１受光素子２５１に受光させ、オブ
ジェクトからの第２波長領域の光を第２受光素子２５２に受光させ、オブジェクトからの
第３波長領域の光を第３受光素子２５３に受光させる。
【００５１】
　また、時刻ｔ６０２を含む第２のタイミングにおいては、発光制御部１７０は、撮像制
御部１６０によるタイミング制御により、発光部４１０が発光した光を照射光カットフィ
ルタ部５２０を通じてオブジェクトに照射させる。このように、発光制御部１７０は、第
２のタイミングにおいて、励起光、第２波長領域、および第３波長領域を含む波長領域の
光をオブジェクトに照射する。
【００５２】
　なお、発光制御部１７０は、第２のタイミングにおいて、発光部４１０の位置を振動さ
せることによって、コヒーレンス度を低下させた光をオブジェクトに照射させる。具体的
には、発光制御部１７０は、第１受光素子２５１が光を蓄積する光蓄積期間にわたって発
光部４１０の位置を振動させることによって、光蓄積期間にわたる期間全体で見た場合に
おける光のコヒーレンス度を実効的に低下させる。
【００５３】
　なお、発光制御部１７０は、第２のタイミングにおいて、発光部４１０が発光した光を
異なる複数の光路を通じてオブジェクトに照射させることによって、コヒーレンス度を低
下させた光をオブジェクトに照射してもよい。このように、発光制御部１７０は、第２の
タイミングにおいて、第１のタイミングにおいてオブジェクトに照射する光よりコヒーレ
ンス度を低下させた光をオブジェクトに照射させる。なお、第２のタイミングにおいては
、発光制御部１７０は、発光部４１０が発光した光を減光フィルタ部４３０を通過させず
にオブジェクトに照射させる。
【００５４】
　そして、第２のタイミングにおいては、撮像制御部１６０は、オブジェクトが発光した
特定波長領域の光を、第１受光素子２５１に受光させる。すなわち、撮像制御部１６０は
、第２のタイミングにおいて、オブジェクトからの特定波長領域の光を第１受光素子２５
１に受光させる。
【００５５】
　このように、制御部１０５は、第２のタイミングにおいて、第１波長領域の光をオブジ
ェクトに照射せずに、励起光、第２波長領域の光、および第３波長領域の光をオブジェク
トに照射して、オブジェクトが発光した特定波長領域の光を第１受光素子２５１に受光さ
せるとともに、オブジェクトから反射した反射光のうち第２波長領域の光を第２受光素子
２５２に受光させ、反射光のうち第３波長領域の光を第３受光素子２５３に受光させる。
なお、励起光の波長領域は、第１波長領域、第２波長領域、および第３波長領域のいずれ
とも異なる波長領域であって、第１波長領域、第２波長領域、および第３波長領域に含ま
れない波長領域を含む。
【００５６】
　時刻ｔ６０５を含む第３のタイミングにおいては、制御部１０５は、干渉光画像６２０
ｆを撮像部１１０に撮像させる。具体的には、発光制御部１７０は、撮像制御部１６０に
よるタイミング制御により、発光部４１０が発光した光を照射光カットフィルタ部５２０
を通じてオブジェクトに照射させる。第３のタイミングにおいて、発光制御部１７０は、
発光部４１０が発光する、コヒーレントな光をオブジェクトに照射させる。発光部４１０
はコヒーレントな励起光を発光しているので、血液成分等の微粒子を含むオブジェクトか
らの反射散乱光は干渉し得る。そして、第３のタイミングにおいては、撮像制御部１６０
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は、オブジェクトからの反射散乱光を、第１受光素子２５１に受光させる。なお、発光制
御部１７０は、第３のタイミングにおいて、発光部４１０が発光した光を減光フィルタ部
４３０を通過させて照射させる。
【００５７】
　なお、発光制御部１７０は、第３のタイミングにおいても、第２のタイミングと同様に
、第２波長領域、第３波長領域の光もオブジェクトに向けて照射させる。つまり、第３の
タイミングにおける励起光のコヒーレンスは第２タイミングと異なるが、第３のタイミン
グにおいてオブジェクトに照射される光の波長領域は、第２のタイミングにおいてオブジ
ェクトに照射される光の波長領域と実質的に同じとなる。そして、撮像制御部１６０は、
第３のタイミングにおいても、第２のタイミングにおける制御と同様に撮像部１１０を制
御することができる。
【００５８】
　以上説明したように、制御部１０５は、第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、お
よび第３受光素子２５３に受光させる光の波長領域を制御する。そして、画像生成部１４
０は、それぞれのタイミングにおいて受光素子が受光した受光量に基づいて、オブジェク
トの画像を生成する。
【００５９】
　そして、画像生成部１４０は、時刻ｔ６００、時刻ｔ６０１、時刻ｔ６０３、時刻ｔ６
０４のそれぞれにより代表されるタイミングにおいて受光素子が受光した受光量に基づい
て、可視光画像６２０ａ、可視光画像６２０ｂ、可視光画像６２０ｄ、および可視光画像
６２０ｅを生成する。可視光画像６２０ａは血管像６２２ａおよび血管像６２４ａを含み
、可視光画像６２０ｂは血管像６２２ｂおよび血管像６２４ｂを含み、可視光画像６２０
ｄは血管像６２２ｄおよび血管像６２４ｄを含み、可視光画像６２０ｅは血管像６２２ｅ
および血管像６２４ｅを含む。
【００６０】
　なお、可視光画像６２０ａ、可視光画像６２０ｂ、および可視光画像６２０ｄは、血管
像の他に、物質の表面の画像である表面像を含む。このように、画像生成部１４０は、第
１のタイミングにおいて第１受光素子２５１が受光した第１波長領域の光、第１のタイミ
ングにおいて第２受光素子２５２が受光した第２波長領域の光、および第１のタイミング
において第３受光素子２５３が受光した第３波長領域の光により、第１のタイミングにお
ける光画像を生成する。
【００６１】
　また、画像生成部１４０は、時刻ｔ６０２により代表されるタイミングにおいて受光素
子が受光した受光量に基づいて、血管像６２２ｃ、血管像６２４ｃ、および血管像６２６
ｃを含むルミネッセンス光画像６２０ｃを生成する。また、画像生成部１４０は、時刻ｔ
６０１に代表されるタイミングにおいて第１受光素子２５１が受光した受光量、時刻ｔ６
０２に代表されるタイミングにおいて第２受光素子２５２および第３受光素子２５３が受
光した受光量に基づいて、血管像６３２ｃおよび血管像６３４ｃを含む可視光画像６３０
ｃを生成する。
【００６２】
　このように、画像生成部１４０は、第２のタイミングにおいて第２受光素子２５２が受
光した第２波長領域の光により、第１のタイミングにおいて第１受光素子２５１が受光し
た第１波長領域の光、および第２のタイミングにおける光画像を生成する。したがって、
画像生成部１４０は、ルミネッセンス光画像を撮像しているタイミングにおいても、可視
光画像を生成することができる。
【００６３】
　また、画像生成部１４０は、時刻ｔ６０５により代表されるタイミングにおいて受光素
子が受光した受光量に基づいて、反射散乱光による干渉模様を含む干渉光画像６２０ｆを
生成する。また、画像生成部１４０は、時刻ｔ６０２において可視光画像６３０ｃを生成
したのと同様にして、時刻ｔ６０４に代表されるタイミングにおいて第１受光素子２５１
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が受光した受光量、時刻ｔ６０５に代表されるタイミングにおいて第２受光素子２５２お
よび第３受光素子２５３が受光した受光量に基づいて、可視光画像６３０ｆを生成する。
【００６４】
　このように、画像生成部１４０は、第３のタイミングにおいて第２受光素子２５２が受
光した第２波長領域の光により、第１のタイミングにおいて第１受光素子２５１が受光し
た第１波長領域の光、および第３のタイミングにおける光画像を生成する。したがって、
画像生成部１４０は、干渉光画像を撮像しているタイミングにおいても、可視光画像を生
成することができる。そして、出力部１８０は、可視光画像６２０ａ、６２０ｂ、６３０
ｃ、６２０ｄ、６２０ｅ、６３０ｆ・・・を連続的に表示することによって、コマ落ちの
ない映像を提供することができる。
【００６５】
　以上説明したように、制御部１０５は、第１のタイミングにおいて、ルミネッセンス物
質が発する光の波長領域および前記発光部が発光する光の波長領域のいずれとも異なる波
長領域の光をオブジェクトに照射することによるオブジェクトからの光により、光画像を
撮像部１１０に撮像させる。そして、制御部１０５は、第２のタイミングにおいて、発光
部４１０からの光によるオブジェクトからの光により、発光画像の一例であるルミネッセ
ンス光画像を撮像部１１０に撮像させる。
【００６６】
　なお、この発明におけるオブジェクトからの光は、ルミネッセンス光のようなオブジェ
クトが生じた光の他に、オブジェクトが発した光としての、オブジェクトからの反射光お
よびオブジェクトからの透過光を含む。撮像制御部１６０は、第３のタイミングにおいて
、前発光部４１０からの光がオブジェクトに反射して干渉した光により干渉光画像を撮像
部１１０に撮像させてよい。なお、撮像制御部１６０は、ルミネッセンス光画像の撮像レ
ートより短い撮像レートで干渉光画像を撮像部１１０に撮像させてよい。
【００６７】
　上記のような撮像動作を繰返すことによって、撮像部１１０は、複数の干渉光画像を撮
像することができる。そして、領域特定部１４５は、撮像部１１０が撮像した複数の干渉
光画像の画像内容に基づいて、干渉光画像における流れを有する領域である流れ領域を特
定する。例えば、複数の干渉光画像における干渉パターン（スペックルパターン）の変化
を抽出することによって、流れ領域を特定する。そして、画像生成部１４０は、可視光画
像およびルミネッセンス画像における流れ領域を他の領域より強調した画像を生成する。
このため、以下に説明するように、血管領域を強調することができる。
【００６８】
　干渉パターンの変化への寄与は、血球の運動によるものが大きいと考えられる。したが
って、流れが存在する領域は血管である可能性が高い。このため、撮像システム１０によ
ると、血流が存在する血管領域を特定することができる。また、撮像システム１０による
と、血液が存在する領域は可視光画像およびルミネッセンス光画像から特定することがで
きるので、血液が存在しかつ血流が存在する領域を血管領域とすることで、より高い精度
で血管領域を特定することができる。
【００６９】
　このため、撮像システム１０によると、血管中のルミネッセンス物質と、臓器内または
生体表面に留まっているルミネッセンス物質（或いは血管中より遅い速度で移動する血液
中のルミネッセンス物質）とを区別することができる。例えば、手術時等において、流出
した血液が物体表面を覆っていると、ルミネッセンス光画像および光画像からでは、内部
の血管と物体表面を覆う血液とを区別することが困難である場合が生じる。しかしながら
、撮像システム１０によると、血流が存在する領域を血管領域として特定することができ
るので、内部の血管と物体表面を覆う血液とを区別することができる。
【００７０】
　また、検体２０が人体のような赤い血液を含む生体である場合、可視光画像におけるＲ
成分の空間周波数成分は、Ｇ成分およびＢ成分の空間周波数成分より小さい場合が多い。
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このため、画像におけるＲ成分がコマ落ちしたことによる映像の劣化度は、Ｇ成分および
Ｂ成分がコマ落ちする場合に比べると小さい場合が多い。このため、Ｇ成分およびＢ成分
がコマ落ちする場合よりも、映像における見た目のギクシャク感は少ない。また、撮像シ
ステム１０によると、励起光を照射しているタイミングにおいても、１コマ前のＲ成分信
号を用いて可視光画像を生成するので、映像内容として実質的にコマ落ちのない可視光映
像を提供することができる場合がある。
【００７１】
　上記のように、撮像システム１０によると、赤外領域の励起光により検体２０から生じ
た赤外領域のルミネッセンス光により、ルミネッセンス光画像６２０ｃを撮像することが
できる。可視光より波長が長い励起光は、可視光に比べて物質によって吸収されにくいの
で、可視光に比べて物質の深く（たとえば１ｃｍ程度）まで侵入して、検体２０にルミネ
ッセンス光を生じさせる。また、ルミネッセンス光は、励起光よりさらに波長が長いので
、物質表面まで達し易い。このため、撮像システム１０によると、可視光によって得られ
た可視光画像６２０ａ、６２０ｂ、６２０ｄ、および６２０ｅには含まれない、深層の血
管像（例えば、血管像６２６ｃ）を含むルミネッセンス光画像６２０ｃを得ることができ
る。
【００７２】
　なお、出力部１８０は、ルミネッセンス光画像６２０ｃと、ルミネッセンス光画像６２
０ｃが撮像されたタイミングの近傍のタイミングで撮像された可視光画像６２０ｂまたは
可視光画像６２０ｄとを合成した合成画像を生成して外部に出力してよい。例えば、出力
部１８０は当該合成画像を表示してよい。また、出力部１８０は、ルミネッセンス光画像
６２０ｃを、可視光画像６２０ｂまたは可視光画像６２０ｄに対応づけて記録してもよい
。
【００７３】
　また、制御部１０５は、白色光により可視光画像を撮像するタイミングでは、発光部４
１０からの光のうち、励起光の波長領域およびルミネッセンス光の波長領域の光をカット
してオブジェクトに照射する。このため、撮像システム１０によると、可視光画像に物質
内部の血管像を含まない、物質表面の観察に適した物質表面の画像を提供することができ
る。
【００７４】
　本実施形態の撮像システム１０を実際のシステムに適用すれば、たとえば医師が出力部
１８０が表示した映像を見つつ手術等を実施するとき、表面観察によっては視認できない
内部の血管を医師に認識させることができる場合がある。また、医師は、実質的にコマ落
ちのない可視光画像を参照しつつ、手術等を実施できる利点が得られる。
【００７５】
　図７は、一実施形態における光フィルタ部２３０の赤外領域における分光透過特性の一
例を示す。光フィルタ部２３０は、ルミネッセンス物質が発する光の波長領域において、
発光部４１０が発光した光の波長領域における光の透過率より高い透過率を有する。光フ
ィルタ部２３０は、励起光の波長領域において得に低い分光透過率を有する。撮像部１１
０は、オブジェクトからの光を光フィルタ部を通過させて受光することにより、干渉光画
像およびルミネッセンス光画像を撮像する。
【００７６】
　十分な強度のルミネッセンス光を得るためには、オブジェクトに照射する励起光の強度
を高める必要がある。本図に示す分光透過特性を有する光フィルタ部２３０によると、十
分な強度のルミネッセンス光を得るために励起光強度を高めた場合でも、ルミネッセンス
光による画像信号が反射光による画像信号に埋もれてしまうことを未然に防ぐことができ
る。
【００７７】
　また、このような分光透過特性を有する光フィルタ部２３０を通じて第１受光素子２５
１が受光することによって、干渉光画像を撮像する場合においても、第１受光素子２５１
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が受光する受光量が最大受光量を超えてしまうことを未然に防ぐことができる場合がある
。したがって、このような光フィルタ部２３０によって第１受光素子２５１が受光する受
光量を最大受光量以下に抑えることができる場合には、撮像システム１０は減光フィルタ
部４３０を光路中に挿入しなくてもよい。
【００７８】
　なお、前述の実施形態においては、発光制御部１７０は、第２のタイミングにおいて減
光フィルタ部４３０を光路中に挿入し、第３のタイミングにおいては減光フィルタ部４３
０を光路中に挿入した。その他にも、発光制御部１７０は、第２のタイミングにおいてオ
ブジェクトに照射される光の強度より高い強度の光を、第３のタイミングにおいてオブジ
ェクトに照射してもよい。
【００７９】
　一例としては、発光制御部１７０は、第１のタイミングにおいて発光部４１０が発する
光の強度より高い強度の光を、第２のタイミングにおいて発光部４１０に発光させてもよ
い。その他にも、発光制御部１７０は、第２のタイミングにおいて、発光部４１０が発光
した光を減光フィルタ部４３０を通じてオブジェクトに照射してよい。そして発光制御部
１７０は、第３のタイミングにおいて、発光部４１０が発光した光を、少なくとも励起光
の波長領域において減光フィルタ部４３０より高い透過率を有する他の減光フィルタ部を
通じてオブジェクトに照射してもよい。
【００８０】
　図８は、撮像システム１０として機能させるコンピュータ１５００のハードウェア構成
の一例を示す。本実施形態に係る撮像システム１０は、ホスト・コントローラ１５８２に
より相互に接続されるＣＰＵ１５０５、ＲＡＭ１５２０、グラフィック・コントローラ１
５７５、および表示デバイス１５８０を有するＣＰＵ周辺部と、入出力コントローラ１５
８４によりホスト・コントローラ１５８２に接続される通信インターフェイス１５３０、
ハードディスクドライブ１５４０、およびＣＤ－ＲＯＭドライブ１５６０を有する入出力
部と、入出力コントローラ１５８４に接続されるＲＯＭ１５１０、フレキシブルディスク
・ドライブ１５５０、および入出力チップ１５７０を有するレガシー入出力部とを備える
。
【００８１】
　ホスト・コントローラ１５８２は、ＲＡＭ１５２０と、高い転送レートでＲＡＭ１５２
０をアクセスするＣＰＵ１５０５およびグラフィック・コントローラ１５７５とを接続す
る。ＣＰＵ１５０５は、ＲＯＭ１５１０およびＲＡＭ１５２０に格納されたプログラムに
基づいて動作して、各部を制御する。グラフィック・コントローラ１５７５は、ＣＰＵ１
５０５等がＲＡＭ１５２０内に設けたフレーム・バッファ上に生成する画像データを取得
して、表示デバイス１５８０上に表示させる。これに代えて、グラフィック・コントロー
ラ１５７５は、ＣＰＵ１５０５等が生成する画像データを格納するフレーム・バッファを
、内部に含んでもよい。
【００８２】
　入出力コントローラ１５８４は、ホスト・コントローラ１５８２と、比較的高速な入出
力装置である通信インターフェイス１５３０、ハードディスクドライブ１５４０、ＣＤ－
ＲＯＭドライブ１５６０を接続する。通信インターフェイス１５３０は、ネットワークを
介して他の装置と通信する。ハードディスクドライブ１５４０は、撮像システム１０内の
ＣＰＵ１５０５が使用するプログラムおよびデータを格納する。ＣＤ－ＲＯＭドライブ１
５６０は、ＣＤ－ＲＯＭ１５９５からプログラムまたはデータを読み取り、ＲＡＭ１５２
０を介してハードディスクドライブ１５４０に提供する。
【００８３】
　また、入出力コントローラ１５８４には、ＲＯＭ１５１０と、フレキシブルディスク・
ドライブ１５５０、および入出力チップ１５７０の比較的低速な入出力装置とが接続され
る。ＲＯＭ１５１０は、撮像システム１０が起動時に実行するブート・プログラム、撮像
システム１０のハードウェアに依存するプログラム等を格納する。フレキシブルディスク
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・ドライブ１５５０は、フレキシブルディスク１５９０からプログラムまたはデータを読
み取り、ＲＡＭ１５２０を介してハードディスクドライブ１５４０に提供する。入出力チ
ップ１５７０は、フレキシブルディスク・ドライブ１５５０、例えばパラレル・ポート、
シリアル・ポート、キーボード・ポート、マウス・ポート等を介して各種の入出力装置を
接続する。
【００８４】
　ＲＡＭ１５２０を介してハードディスクドライブ１５４０に提供される通信プログラム
は、フレキシブルディスク１５９０、ＣＤ－ＲＯＭ１５９５、またはＩＣカード等の記録
媒体に格納されて利用者によって提供される。通信プログラムは、記録媒体から読み出さ
れ、ＲＡＭ１５２０を介して撮像システム１０内のハードディスクドライブ１５４０にイ
ンストールされ、ＣＰＵ１５０５において実行される。撮像システム１０にインストール
されて実行される通信プログラムは、ＣＰＵ１５０５等に働きかけて、撮像システム１０
を、図１から図７にかけて説明した撮像部１１０、画像生成部１４０、出力部１８０、制
御部１０５、領域特定部１４５、および光照射部１５０等として機能させる。
【００８５】
　以上、本発明を実施の形態を用いて説明したが、本発明の技術的範囲は上記実施の形態
に記載の範囲には限定されない。上記実施の形態に、多様な変更または改良を加えること
が可能であることが当業者に明らかである。その様な変更または改良を加えた形態も本発
明の技術的範囲に含まれ得ることが、特許請求の範囲の記載から明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本実施形態の撮像システム１０の構成の一例を検体２０とともに示す図である。
【図２】撮像部１１０の構成の一例を示す図である。
【図３】第１受光素子２５１、第２受光素子２５２、および第３受光素子２５３の分光感
度特性の一例を示す図である。
【図４】光照射部１５０の構成の一例を示す図である。
【図５】光源側フィルタ部４２０の構成の一例を示す図である。
【図６】撮像部１１０による撮像タイミングおよび画像生成部１４０が生成した画像の一
例を示す図である。
【図７】一実施形態における光フィルタ部２３０の赤外領域における分光透過特性の一例
を示す図である。
【図８】撮像システム１０として機能させるコンピュータ１５００のハードウェア構成の
一例を示す図である。
【符号の説明】
【００８７】
１０　撮像システム
２０　検体
１００　内視鏡
１０２　先端部
１０５　制御部
１１０　撮像部
１１２　レンズ
１２０　ライトガイド
１２４　出射口
１３０　鉗子口
１３５　鉗子
１３８　ノズル
１４０　画像生成部
１４５　領域特定部
１５０　光照射部
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１６０　撮像制御部
１７０　発光制御部
１８０　出力部
１９０　ＩＣＧ注入部
２１０　撮像デバイス
２２０　分光フィルタ部
２３０　光フィルタ部
２５１　第１受光素子
２５２　第２受光素子
２５３　第３受光素子
４１０　発光部
４２０　光源側フィルタ部
４３０　減光フィルタ部
５１０　励起光カットフィルタ部
５２０　照射光カットフィルタ部
１５０５　ＣＰＵ
１５１０　ＲＯＭ
１５２０　ＲＡＭ
１５３０　通信インターフェイス
１５４０　ハードディスクドライブ
１５５０　フレキシブルディスク・ドライブ
１５６０　ＣＤ－ＲＯＭドライブ
１５７０　入出力チップ
１５７５　グラフィック・コントローラ
１５８０　表示デバイス
１５８２　ホスト・コントローラ
１５８４　入出力コントローラ
１５９０　フレキシブルディスク
１５９５　ＣＤ－ＲＯＭ
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